歌よ みに 与 ふる 書 

おおせ ごと もうさず 

仰 の 如く 近来 和歌 は 一 向に 振 ひ不申 候。 正直に 申 

さねと も 

し 候へば 万 葉 以来 実 朝 以来 一向に 振 ひ不申 候。 実 朝と 

いふ 人 は 三十に も 足らで、 いざ これからと いふ 処 にて 

あへ なき 最期 を 遂げられ 誠に 残念 致し 候。 あの人 をし 

て 今 十 年 も 活かして 置いたなら どんなに 名歌 を 沢山 残 

ぞんじ 

した かも 知れ 不申 候。 とにかくに 第一流の 歌人と 存 

あなが ひとまろ あか ひと よ だ ねぶ もと 

候。 強ち 人 丸. 赤 人の 余 唾 を 舐る でもな く、 固より 

つ らゅき ていか そうはく 

貫 之. 定 家の 糟粕 をし やぶる でもな く、 自己の 本領 

きつ ぜん さんがく 

屹 然として 山岳と 高き を 争 ひ 日月と 光 を 競 ふ処、 実に 



おそ ひざ これ あり 

畏 るべ く 尊む ベ く、 覚えず 膝 を 屈する の 思 ひ 有 之 候。 

あやま リ 

古来 凡庸の 人と 評し 来りし は 必ず 誤 なるべく、 北条 

はばか とうかい 

氏 を 憚りて 韜晦せ し 人 か、 さらず ば 大器晩成の 人な 

りし かと 覚え 候。 人の 上に 立つ 人に て 文学 技芸に 達し 

たらん 者 は、 人間と して は 下等の 地に をる が 通例 なれ 

ども、 実 朝 は 全く 例外の 人に 相違 k 之 候。 何故と 申す 

に 実 朝の 歌 はた だ 器用と いふので はなく、 力量 あり 見 

識 あり 威勢 あり、 時流に 染まず 世間に 媚びざる 処、 例 

ものずき くげ 

の 物 数奇 連中 や 死に 歌よ みの 公卿た ちと とても 同日に 

は 論じが たく、 人間と して 立派な 見識の ある 人間なら 

では、 実 朝の 歌の 如き 力 ある 歌 は 詠みい でられ まじく 



自身 も それら を 善き 歌と は 思 は ざり し 故に 弱み も い で 

候 ひけん。 しかしながら 世人が 佶 屈と 申す 万 葉の 歌 や、 

真 淵が 悪き 調と 申す 万 葉の 歌の 中には、 生の 最も 好む 

歌 も 有 之と 存 せられ 候。 そを她 何に とい ふに、 他の 人 

は 言 ふまで もな く 真 淵の 歌に も、 生が 好む 所の 万 葉 調 

とい ふ 者 は 一向に 見当り 不申 候。 (尤も この辺の 論 は 

くださるべく かしゅう 

短歌に つきての 論と 御 承知 可 被 下 候) 真 淵の 家集 を 見 

あき 

て、 真 淵 は 存外に 万 葉の 分らぬ 人と 呆れ 申 候。 かく 申 

し 候と て 全く 真 淵 をけ なす 訳に て は 無 之 候。 楫 取魚彦 

は 万 葉を模 したる 歌 を 多く 詠みいで たれ ど、 なほこれ 

と 思 ふ 者 は 極めて 少く 候。 さほどに 古 調は擬 しがた き 



りの 作 を 見受け 申 候。 今日 とても 長歌 を 好んで 作る 者 

てぎわ おうた かいは 

は 短歌に 比すれば 多少 手際 善く 出来 申 候。 (御 歌会 派 

の 気まぐれに 作る 長歌な ど は 端 唄に も 劣り 申 候) しか 

ある あた 

し 或 人 は 難 じて 長歌が 万 葉の 模型 を 離る る 能 はざる を 

笑 ひ 申 候。 それ も 尤 に は 候へ ども 歌よ みに そんなむ 

ほ とん 

つかしい 事 を 注文 致し 候 はば、 古今 以後 殆ど 新しい 

まじく 

歌がない と 申さねば 相 成 間 敷 候。 なほ いろいろ 申し 残 

したる 事 は 後鴻に 譲り 申 候。 不具。 

(明治 三十 一 年 二月 十二 日) 



恋， '一 朝に さめて 見れば、 あんな 薪 気 地の ない 女に 今 

までば かされて をった 事 かと、 くやしく も 腹立たしく 

相 成 候。 先づ 『古今 集』 とい ふ 書 を 取りて 第一 枚 を 開 

くと 直ちに 「去年と やい はん 今年と やい はん」 とい ふ 

あき 

歌が 出て 来る、 実に 呆れ返った 無趣味の 歌に 有 之 候。 

ぁヽ こ 

日本人と 外国人との 合の 子 を 日本人と や 申さん 外国人 

とや 申さん としゃれ たると 同じ 事に て、 しゃれに もな 

らぬ つまらぬ 歌に 候。 この 外の 歌 とても 大同小異 にて 

駄洒落 か 理窟 ッ ぼい 者の みに 有 之 候。 それでも 強 ひて 

『古今 集』 を ほめて 言 はば、 つまらぬ 歌ながら 万 葉 以外 

に 一 風 を 成した る処は 取得に て、 如何なる 者 にても 始 



ま ね 

めての 者 は 珍しく 覚え 申 候。 ただこれ を 真似る をのみ 

芸 とする 後世の 奴 こそ 気の 知れぬ 奴に は 候 なれ。 それ 

も 十 年 か 二十 年の 事なら ともかくも、 二百 年た つても 

三百 年た つ て も その 糟粕を 嘗めて をる 不見識に は 驚き 

入 候。 何 代 集の 彼ン代 集のと 申しても、 皆 古今の 糟粕 

の糟 柏の 糟 柏の 糟 、まか リこ 御座 JE<。 

貫 之 とても 同じ 事に 候。 歌ら しき 歌 は 一 首 も 相 見え 

不申 候。 かって 或 人に かく 申 候処、 その 人が 「川風 寒 

t 力 力 

み 千鳥 鳴くな り」 の 歌 は 如何に やと 申され 閉口 致 候。 

この 歌ば かり は 趣味 ある 面白き 歌に 候。 しかし 外に は 

これ 位の もの 一 首 も ある まじく 候。 「空に 知られぬ 雪」 



まよ い さ 

歌書ば かり 見て をって は 容易に 自己の 迷 を醒 ましが 

たく、 見る 所 狭ければ 自分の 汽車の 動く の を 知らで、 

隣の 汽車が 動く やうに 覚 ゆる 者に 御座 候。 不尽。 

(明治 三十 一 年 二月 十四日) 



を 研究す るで もな く、 西洋に は 詩と いふ ものが ある や 

ヽ. んぼん 

ら ないやら それ も 分らぬ 文盲 浅学、 まして 小説 や 院本 

も、 和歌と 同じく 文学と いふ 者に 属すと 聞かば、 定め 

む ざんぼう ば り 

て 目を剝 いて 驚き 可 申 候。 かく 申さば、 讒謗 罵詈 礼 を 

知らぬ しれ 者と 思 ふ 人 も あるべ けれど、 実際 なれば 

、、たしかた お ま 

致 方 無 之 候。 もし 生の 言が 誤れり と 思 さば、 いは ゆ 

る 歌よ みの 中より ただの 一 人 にても、 俳句 を 解す る 人 

を 御 指名 可 被 下 候。 生 は 歌よ みに 向 ひて 何の 恨 も 持 

たぬ に、 かく 罵詈が ましき 言 を 放た ねばならぬ やうに 

相 成 候 心の ほど 御 察 被 下た く 候。 

歌 を 一 番善 いと 申す は、 固より 理窟 もな き 事に て、 



骨折る 馬鹿 は ある まじく 候。 もし また 俳句 漢詩 等に も 

和歌より 善き 者 ぁリ、 和歌に も 俳句 漢詩 等より 悪き 者 

ありと いふなら ば、 和歌ば かりが 一番 善き にても ある 

せんけん あき 

まじく 候。 歌よ みの 浅見に は 今更の やうに 呆れ 申 候。 

俳句に は 調がなくて 和歌に は 調が ある、 故に 和歌 は 

まさ あなが 

俳句に 勝れり と ある 人 は 申し 候。 これ は 強ち 一人の 

論で はなく、 歌よ み 仲間に は箇 様な 説 を 抱く 者 多き 事 

と存 候。 歌よ みども はいたく 調と いふ 事 を 誤解 致し を 

リ候。 調に は なだらかなる 調 も 有 之、 迫りた る 調 も 有 

之 候。 平和な 長閑な 様 を 歌 ふに は なだらかなる 長き 調 

を 用うべく、 悲哀と か 慷% とかに て 情の 迫りた る 時、 



なんぴと 

貴兄 は 御 承知の 事と 存候。 異論の 人 あらば 何人 にても 

くだされ 

来訪 ある やう 貴兄より 御 伝へ 被 下た く、 三日三夜 なり 

いたすべく 

とも つづけさ まに 議論 可 致 候。 熱心の 点に おいて は 

決して 普通の 歌よ みどもに は 負け 不申 候。 情 激し 筆 走 

ごかいよう くださるべく 

リ候 まま 失礼の 語 も 多 かるべく 御 海容 可 被 下 候。 拝具。 

(明治 三十 一 年 二月 十八 日) 



力な 

特色なくて は 叶 はず、 この 歌の 如く 意味な き 名所の 歌 

は 名所の 歌に なり 不申 候。 しかし この 歌 を 後世の 俗気 

紛々 たる 歌に 比 ぶれば 勝る こと 万々 に 候。 かっこの 種 

の 歌 は 真似す べきに は あらね ど、 多き 中に 一 首 二 首 あ 

る は 面白く 候。 

月見れば 千々 に 物 こそ 悲し けれ 我 身 一 つの 秋に は 

あらね ど 

とい ふ 歌 は 最も 人の 賞す る 歌な り。 上 三 句 はすら りと 

して 難な けれども、 下 二 句 は 理窟な り 蛇足な リと存 候 _ 



り 候。 ついでに 申さん に 消極的に 言へば 理窟に なると 

申しし 事、 いつでもし かなりと いふに 非ず、 客観的の 

景色 を 連想して いふ 場合 は 消極 にても 理窟に ならず、 

例へば 「駒と めて 袖う ち 払 ふ 影 もな し」 といへ るが 如 

き は 客観の 景色 を 連想した るまでに て、 かくい はねば 

感情 を 現す 能 はざる 者 なれば 無論 理窟に て は 無 之 候。 

また 全体が 理窟め きたる 歌 あり (釈教 の 歌の 類)、 これ 

ら はか へ つて 言 ひ 様に て 多少の 趣味 を 添 ふべ けれど、 

この 芳野 山の 歌の 如く、 全体が 客観的 即ち 景色なる に、 

その 中に 主観的 理窟の 句が まじりて は 殺風景い はん 方 

なく 候。 また 同人の 歌に か あり けん 



うつせみの 我 世の 限リ 見るべき は 嵐の 山の 桜な り 

ナ. リ 

とい ふが 有 之 候 由、 さてさて 驚き入つ たる 理窟 的の 歌 

にて は 候よ。 嵐 山の 桜のう つくしい と 申す は 無論 客観 

的の 事なる に、 それ を この 歌 は 理窟 的に 現したり、 こ 

の 歌の 句法 は 全体 理窟 的の 趣向の 時に 用うべき 者に し 

て、 この 趣向の 如く 客観的に いはざる ベから ざる 処に 

用ゐ たる は大 俗の しわざと 相 見え 候。 「べき は」 と 係 

t つと ち 

けて 「なりけ り」 と 結びた るが 最 理窟 的 殺風景の 処 



に 有 之 候。 一生 嵐 山の 桜 を 見ようと いふ も 変な くだら 

ぬ 趣向な り、 この 歌 全く 取 所 無 之 候。 なほ 手当り 次 

もうし あぐべ く 

第 可 申 上 候 也。 

(明治 三十 一 年 二月 一 一十 一 日) 



わざ」 と 主観的に 置きた る処、 いよいよ 俗に 堕ち 申 候 _ 

こんな 風に 詠まず とも、 霞の 上に 藻汐 焚く 煙の なびく 

いやみ 

由 尋常に 詠まば、 つまらぬ まで も かかる 厭味 は 出来 申 

間 敷 候。 

はつしも 

心 あてに 折らば や 折らむ 初霜の 置き まど はせ る 白 

菊の花 

この 躬恒の 歌、 百 人 一 首に あれば 誰も 口ずさみ 候へ 

これな き 

ども、 一文 半 文の ねうち も 無之駄 歌に 御座 候。 この 歌 

は噓の 趣向な り、 初霜が 置いた 位で 白菊が 見えな くな 



きづ かい へちま これ ありもう さず 

る 気遣 無 之 候。 趣向 噓 なれば 趣 も 糸瓜 も 有之不 申、 け 

だし それ はつ まらぬ 噓な るから につまらぬ にて、 上手 

か さ さ .3 

な噓は 面白く 候。 例へば 「 鵲 の わたせる 橋に おく 霜 

の 白き を 見れば 夜ぞ 更けに ける」 面白く 候。 躬恒の は 

ささい 

瑣 細な 事 を やたらに 仰山に 述べた のみ なれば 無趣味な 

や 力 もち 

れ ども、 家 持の は 全くない 事 を 空想で 現 はして 見せた 

かんぜられ 

る 故 面白く 被感 候。 噓を 詠むなら 全くない 事、 とて 

つもな き噓を 詠むべし、 しから ざれば ありのままに 正 

き たぬき 

直に 詠む がよ ろしく 候。 雀が 舌 を 剪られた とか、 狸 

まま 

が 婆に 化けた などの 噓は 面白く 候。 今朝 は 霜が ふって 

まじめ あざむ 

白菊が 見えん などと、 真面目ら しく 人 を 欺く 卯 山 的 



に 御用 ゐ被成 候 は 格別、 その外 歌に は 一切 これ を 入れ 

あざけ 

ぬ 事と し、 鼻つ まりの 歌人と 嘲らる る ほどに 御 遠 ざ 

け 被 成て は 如何 や。 小さき 事 を 大きく いふ 噓が 和歌 腐 

敗の 一 大 原因と 相 見え 申 候。 

(明治 三十 一 年 二月 一 一十三 曰) 



六た び 歌よ みに 与 ふる 書 

御 書面 を 見る に 愚意 を 誤解 被 致 候。 殊に 変なる は 御 

どうちゃく はじめ 

書面 中 四、 五行の 間に 撞著有 之 候。 初に 「客観的 景 

色に 重き を 措きて 詠むべし」 と あり、 次に 「客観的に 

うんぬん 

のみ 詠む ベ きものと も 思 はれず」 云々 と ある は 如何。 

生 は 客観的に のみ 歌 を 詠めと 申した る 事 は 無 之 候。 客 

観に 重き を 置け と 申した る 事 もな けれど y ^ の 方 は 愚意 

ち と 

に 近き やう 覚え 候。 「皇国の 歌 は 感晴を 本と して ヒぉ々 



解^ 致 をる にや。 全く 客観的に 詠みし 歌な りと も 感情 

ま たもと 

を 本と したる は 言を竣 たず。 例へば 橋の 抉 に 柳が 一 

本 風に 吹かれて ゐる とい ふこと を、 そのまま 歌に せん 

に は その 歌 は 客観的 なれ ども、 元と この 歌 を 作る とい 

ふ はこの 客観的 景色 を 美な りと 思 ひし 結果 なれば、 感 

もちろん きれい 

情に 本 づく事 は 勿論に て、 ただう つくしい とか、 綺麗 

とか、 うれしい とか、 楽しい とかい ふ 語 を 著く ると 著 

けぬ との 相違に 候。 また 主観的と 申す 内に も 感情と 理 

窟 との 区別 有 之、 生が 排斥す る は 主観 中の 理窟の 部分 

にして、 感情の 部分に は 無 之 候。 感情的 主観の 歌 は 客 

観の 歌と 比して、 この 主客 両親の 相違の 点より 優劣 を 



いふべき にあらず、 されば 生 は 客観に 重き を 置く 者に 

て も 無 之 候。 但 和歌 俳句の 如き 短き 者に は 主観的 佳 

句よりも 客観的 佳句 多し と 信じ をり 候へば、 客観に 重 

きを 置く とい ふ も 此処の 事 を 意味す ると 見れば 差 支 

無 之 候。 また 主観 客観の 区別、 感情 理窟の 限界 は 実際 

判然した る 者に 非ず との 御 論 は 御尤に 候。 それ故に 

善悪 可否 巧拙と 評する も 固より 画然たる 区別 あるに 非 

.， J う まぎ 

ず、 巧の 極端と 拙の 極端と は 毫も 紛 るる 所 あらね ど、 

巧と拙との 中間に ある 者 は 巧と も 拙と も 申し 兼 候。 感 

情と 理窟の 中間に ある 者 はこの 場合に 当り 申 候。 

「同じ 用語 同じ 花 月 にても それに 対する 吾人の 観念と 



古人のと 相違す る 事 珍しから ざる 事に て」 云々、 それ 

は 勿論の 事 なれ ど、 そんな 事 は 生の 論ずる ことと 毫も 

そんたく 

関係 無 之 候。 今 は 古人の 心 を 忖度す るの 必要 無 之、 た 

だ 此処に て は、 古今東西に 通ず る 文学の 標準 (自ら か 

く 信じ をる 標準な リ) を 以て 文学 を 論評す る 者に 有 之 

,y う +6 レ せん 

候。 昔 は 風 帆船が 早かった 時代 も ありし かど、 蒸気船 

を 知りて をる 眼より 見れば、 風 帆船 は 遅し と 申す が 至 

当の 理に有 之、 貫 之 は 貫 之 時代の 歌の 上手と する も、 

前後の 歌よ み を 比較して 貫 之より 上手の 者 外に 沢山 有 

之と 思 はば、 貫 之 を 下手と 評する こと また 至当に 候。 

ほ あな か 

歴史的に 貫 之 を 褒めるならば 生 も 強 ち 反対に て は 無 



せる 者 頃日 漸く 出口 を 得た る 事と て、 前後 錯雑 序次 

倫な く大言 疾呼、 われながら 狂せ るかと 存候 ほどの 次 

第に 御座 候。 傍人より 見なば 定めて 狂人の 言と さげす 

まるる 事と 存候。 なほこの たび 新聞の 余白 を借リ 得た 

る を 機と し 思 ふ 様 愚考 も 述べた く、 それだけ にて は 愚 

意 分り かね 候に 付、 愚作 を も 連ねて 御 評 願 ひたく 存じ 

をり 候へ ども、 あるいは 先輩 諸氏の 怒に 触れて 差 止め 

まか リ 

ら るる やうな 事 はなき かと、 それの み 心配 罷ぁリ 候。 

きょうく 

心配、 恐懼、 喜悦、 感慨、 希望 等に 悩まされて 従来の 

病体 益 M 神経の 過敏 を 致し、 日 来 睡眠に 不足 を 生じ 候 

くださるべく 

次第、 愚と も 狂と も 御 笑 ひ 可 被 下 候。 



文学に は 合理 非合理 を 論ずべ き 者に て は 無 之、 従って 

非合理 は 文学に 非ず と 申した る 事 無 之 候。 非合理の 事 

すくなから す 

にて 文学的に は 面白き 事不 少候。 生の 写実と 申す は、 

合理 非合理 事実 非 事実の 識 にて は 無 之 候。 油 画師 は必 

ようか い 

ず 写生に 依り 候へ ども、 それで 神 や 妖怪 や あられ もな 

き 事 を 面白く 画き 申 候。 しかし 神 や 妖怪 を 画く にも 勿 

論 写生に 依る ものに て、 ただ ありのまま を 写生す ると、 

一部 一部の 写生 を 集める との 相違に 有 之、 生の 写実 も 

同様の 事に 候。 これら は大 誤解に 候。 

(明治 三十 一 年 二月 一 一十 四日) 



詞 にて 歌に は 用 ゐられ ぬが 多き など 例の 歌よ みは 可 申 

候。 何たる 笑 ふべき 事に は候ぞ や。 如何なる 詞 にても 

美の 意 を 運ぶ に 足るべき 者 は 皆 歌の 詞と可 申、 これ を 

外にして 歌の 詞と いふ 者 は 無 之 候。 漢語 にても 洋語に 

て も、 文学的に 用 ゐられ なば 皆 歌の 詞と可 申 候。 

(明治 三十 一 年 二月 一 一十 八日) 



の少 きが 常なる に、 この 歌に 限りて は 名詞 極めて 多く 

「てにをは」 は 「の」 の 字 三、 「に」 の 字 一、 二 個の 動 

ち つと. +P 

詞も 現在に なり (動詞の 最 短き 形) をり 候。 かくの 

如く 必要なる 材料 を 以て 充実したる 歌 は 実に 少く 候。 

新 古今の 中には 材料の 充実したる、 句法の 緊密なる、 

やや この 歌に 似た る 者 あれ ど、 なほこの 歌の 如く は 

語 々 活動せ ざる を 覚え 候。 万 葉の 歌 は 材料 極め て 少く 

まさ 

簡単 を 以て 勝る 者、 実 朝 一方に はこの 万 葉を擬 し、 一 

方に はかくの 如く 破天荒の 歌 を 為す、 その 力量 実に 測 

るべ からざる 者 有 之 候。 また 晴を 祈る 歌に 



きせ い 

示して、 祈晴の 歌な どに は 最も 適当 致し をり 候。 実 朝 

は 固より 善き 歌 作らん とて これ を 作りし にも あらざる 

ベく、 ただ 真心より 詠み 出で たらん が、 なかなかに 善 

き 歌と は 相 成り 候 ひしゃらん。 ここら は 手の さきの 器 

用 を 弄し、 言葉の あやつりに のみ 拘る 歌よ みどもの 

さんく ぎれ つまびら か 

思 ひ 至らぬ 所に 候。 三 句切の 事 はな ほ 他日 詳 に 可 

いたしお き 

申 候へ ども、 三 句切の 歌に ぶつ つかり 候 故 一 言 致 置 候。 

しゅしゅ 

三 句切の 歌 詠むべからず などい ふ は 守株の 論に て 論ず 

るに 足らず 候へ ども、 三 句切の 歌 は 尻軽くな るの 弊 有 

之 候。 この 弊 を 救 ふために、 下 二 句の 内 を 字余りに す 

る 事 しばしば 有 之、 この 歌 も その 一にて (前に 挙げた 



る大江 千里の 月見れば の 歌 もこの 例、 なほ その外に も 

数へ 尽 すべから ず) 候。 この 歌の 如く 下 を 字余りに す 

る 時 は、 三 句切に したる 方 かへ つて 勢 強く 相 成 申 候。 

取りも直さず この 歌 は 三 句切の 必要 を 示した る 者に 有 

之 候。 また 

物い はぬ よもの けだもの すら だに も あはれ なる か 

なや 親の 子 を 思 ふ 

の 如き 何も 別にめ づ らしき 趣向 もな く 候へ ども、 一気 

呵 成の 処 かへ つて 真心 を 現して 余り あり 候。 ついでに 



おまちく ださる ベ く 

候 はん。 なほ 多少の 例 歌を挙 ぐる を 御 待 可 被 下 候。 

(明治 三十 一 年 三月 一 日) 



る 者が 万 葉 以後に おいて、 しかも 華麗 を 競 ふたる 新 古 

ぎりよ う 

今時 代に おいて 作られた る 技倆に は、 驚かざる を 得 ざ 

る 訳に て、 実 朝の 造詣 の 深き 今更 申す も 愚 か に 御座 候。 

大海の 歌 実 朝の はじめた る 句法に や 候 はん。 

新 古今に 移りて 二、 三 首 を 挙げん に 

なごの 海の 霞の まより なが むれば 入日 を 洗 ふ 沖つ 

白波 

さね さ だ 

(実 定) 

この 歌の 如く 客観的に 景色 を 善く 写した る もの は、 



新 古今 以前に は あらざる ベ く、 これら もこの 集の 特色 

として 見るべき 者に 候。 惜 むらく は 「霞の まよ リ」 と 

きす 

いふ 句が 疵 にて 候。 一面に たなびき たる 霞に 間と いふ 

も 可笑しく、 縦し 間 ありと も それ はこの 趣向に 必要な 

らず 候。 入日 も 海 も 霞みな がらに 見 ゆる こそ 趣 は 候な 

れ。 

ほのぼのと 有 明の 月の 月影に 紅葉 吹きお ろす 山お 

ろしの 風 

のぶあき 

(信 明) 



さむ えん 

これ も 客観的の 歌に て、 けしき も 淋しく 艷な るに、 

語 を 畳み かけて 調子 取りた る処 いとめ づ ら かに 覚え 候。 

さびし さに 堪 へたる 人の またも あれな 庵 を 並べん 

冬の 山里 

さいぎよ ラ 

(西 行) 

西 行の 心 はこの 歌に 現れ をり 候。 「心なき 身に も哀 

れは 知られけ リ」 などい ふ 露骨 的の 歌が 世に もてはや 

おし 

されて、 この 歌な ど はかへ つて 知る 人少 きも ロ惜く 候。 

庵 を 並べ んと いふが 如き 斬新に して 趣味 ある 趣向 は、 



西 行なら では 得 言 はざる ベく、 特に 「冬の」 と 置きた 

る もまた 尋常 歌よ みの 手段に あらず と存 候。 後年 芭蕉 

あらた さび 

が 新に 俳諧 を 興せし も 寂 は 「庵 を 並べん」 などより 

悟入し、 季の 結び 方 は 「冬の 山里」 などより 悟入した 

おもわれ 

るに 非ざる かと 被 思 候。 

ね や との も はび ろが しわ あられ 

閨の 上に かたえ さしお ほひ 外面なる 葉 広 柏に 霰 

ふるな り 

(能 因) 

これ も 客観的の 歌に 候。 上 三 句 複雑なる 趣 を 現さん 



とて やや 混雑に 陥り たれ ど、 葉 広 柏に 霰の はじく 趣 は 

極めて 面白く 候。 

岡の 辺の 里の あるじ を尋 ぬれば 人 は 答へ ず 山お ろ 

しの 風 

(慈 円) 

趣味 ありて 句法 もしつ かりと 致し をり 候。 この種の 

歌の 第 四 句 を 「答へ で」 などい ふが 如く、 下に 連続す 

る 句法と なさば 问の 面白味 も 無 之 候。 



ささ 波 や 比 良 山風の 海 吹けば 釣す る 蟹の 袖 か へ る 

見 ゆ 

5 几- 



さ たくみ もて あそ 

実景 を そのままに 写し 些の巧 を 弄ばぬ 所 かへ つ 

て 興 多く 候。 



神風 や 玉串の 葉 をと りか ざし 内外の 宫に君 を こそ 

あ，^ 

しゅんえ 

(俊 恵) 



じんぎ きまりもんく 

神祇の 歌と いへば 千代の 八千代のと 定 文句 を 並ぶ る 

が 常なる にこの 歌 はすっぱ りと 言 ひ はなした る、 なか 

みこ ころ 

なかに 神の 御 心に かな ふべ く 覚え 候。 句の しまりた る 

所、 半ば 客観的に 叙した る 所な ど 注意すべく、 神風 や 

の 五 字 も 訳なき やう なれ ど 極めて 善く 響き をり 候。 

あのく たらさん みゃくさん ぼ だ い そま めいか 

阿耨 多羅 三藐三 菩提の 仏た ちわが 立つ 杣に 冥加 あ 

らせ たま へ 

でんぎ よう 

(伝 教) 

いとめで たき 歌に て 候。 長 句の 用ゐ 方な ど 古今 



(明治 三十 一 年 三月 三日) 



のけに して 青年の 詩人が 出た る 故に 候。 俳句の 観を改 

つきなみ れん 

めた る も、 月並 連に 構 はず 思 ふ 通り を 述べた る 結果に 

外なら ず 候。 

縁語 を 多く 用うる は 和歌の 弊な り、 縁語 も 場合によ 

りて は 善 けれど、 普通に は 縁語、 かけ 合せな ど あれば、 

それが ために 歌の 趣 を 損ず る 者に 候。 縦し 言 ひお ほせ 

たりと て、 この種の 美 は 美の 中の 下等なる 者と 存候。 

じぐち 

むやみに 縁語 を 入れたがる 歌よ みは、 むやみに 地口 

駄洒落 を 並べたがる 半可通と 同じく、 御 当人 は大 得意 

+6 た おび L こ 1 こ 

なれ ども 側より 見れば 品の 悪き 事 夥 しく 候。 縁語に 

巧 を 弄せん より は、 真率に 言 ひながし たるが よほど 



上品に 相 見え 申 候。 

歌と いふと いつでも 言葉の 論が 出る に は 困り 候。 歌 

では 「ぼたん」 と は 言 はず 「ふかみぐ さ」 と 詠む が 正 

当な リ とか、 この 詞，. はかう は 言 はず、 必ず かう いふし 

きたりの 者ぞ など 言 はるる 人 有 之 候へ ども、 それ は 根 

本に おいて 己に 愚考と 異 りをリ 候。 愚考 は 古人の いふ 

た 通りに 言 はんとす るに てもなく、 しきたりに 倣 はん 

とする にても なく、 ただ 自己が 美と 感じた る 趣味 をな 

るべ く 善く 分る やうに 現す が 本来の 主意に 御座 候。 故 

に 俗語 を用ゐ たる 方 その 美感 を 現す に 適せり と 思 はば、 

雅語 を 捨てて 俗語 を 用ゐ可 申、 また 古来の しきたりの 



野末 を 汽車が 走る とかす るが 如き も、 殺風景 を 消す 一 

手段 かと 存候。 

いろいろ 言 ひたき まま 取り集めて 申 上 候。 なほ 他日 

つまびら これ あるべ く 

詳 かに 申 上ぐ る 機会 も 可 有 之 候。 以上。 月日。 

(明治 三十 一 年 三月 四日) 
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